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施工図

歩道維持管理作業 実施報告書 作成：平成30年12月12日
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平成30年８月27日（月）～９月25日（火）作業日時

計画者

参加者 合計 39

実施結果：

施工内容
登山道の崩落、荒廃箇所について、テンサー及び土のう袋を用いて、歩行路及び土留めの
設置を行った。
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歩行路と土留めの設置
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f地点
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e地点
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今回、荒廃が生じた区間（約37m)のうち、中岳分岐側（下流側）22ｍの施行が完了した。

計画時にねらい／目標としていた

①本登山道内にとどまっている土壌を流出させないように保全する

②登山道側面の崩落を防止するとともに安定した勾配を確保して植生の再生を促す

③あわせて、今後上流から流れてくる土壌を適切に捕捉する

については、歩行路及び土留工の施工により達成できたと考えられる。なお、来春雪解け

後の全体の施工の変化は引き続き確認を行う。

④すでに流出してしまった大量の土壌についても当該区間へ戻す対応をおこなう。

については、今回流出してしまった大量の土壌の堆積場所を把握することが難しく、実施

はできなかった。土壌については、当該区間の土壌及び中岳分岐に堆積した土壌を当該区

間で使用したが、採取した跡での自然環境や景観に影響は見られなかった。中岳分岐では

約20㎝ほどの厚さで土壌が堆積していた。

残りの上部15ｍ（a地点）については、今後崩壊があったとしても、土留めにより崩れ流

れた土砂が留まるような緊急的な対応を行った。また、来春雪解け後、全体の施行の変化、

土砂の溜まり具合等を鑑み、対応法補を検討、施行を行う。


